
令和 5 年度 「ハッピー❤スマイル」第 1 回開催報告 

 【日 時】 令和 5 年 5 月 21 日（日）１３時～ 

        

 【場 所】 浅口市健康福祉センター  

ボランティア研修室 

 

 【参加者】 保護者 3 名 子ども 1 名 医師 1 名 

養護教諭 1 名 

  

１ 開 会   

 

２ アレルギー情報提供 

 

〇乳児期のアトピー性皮膚炎への”早期治療介入“が鶏卵アレルギーの発症予防につながる 

～二重抗原暴露仮説を実証する世界で初めての研究成果～ 

（2023年 4月 10日成育医療研究センター） 

アトピー性皮膚炎などでバリア機能が低下し炎症がおこっている皮膚では経皮感作が成立 

しやすく、これが食物アレルギーの発症機序と考えられており、一方、抗原を口から摂取 

した場合にはむしろ免疫寛容を誘導するとされている。このように抗原の皮膚曝露と経口 

曝露がそれぞれアレルギーの発症、抑制に関与しているという考え方を「二重抗原曝露 

仮説」と呼ぶ。今回発表した研究結果は、後者のアトピー性皮膚炎の発症予防や早期治療 

が食物アレルギーの発症予防に有効かどうかを検討した試験の結果だ。 

 「アトピー性皮膚炎の積極的な治療で食物アレルギー発症が抑えられるということが、 

ランダム化比較試験によって実証されたというインパクトは世界的にもとても大きい」と 

思われる。 

 

〇日本初・消化管アレルギー嘔吐タイプのアクションプランを作成 

 ～原因食物を誤って食べてしまった場合の、適切な対応方法を解説～ 

（2023年 5月 10日成育医療研究センター） 

食物蛋白誘発胃腸炎（FPIES；Food protein-induced enterocolitis syndrome）は、原因 

食物の摂取後に嘔吐や下痢などの消化器症状を生じる疾患で、重症例では脱水や循環血液 

量減少性ショックに至る可能性もある。新生児や乳児に多く発症することから、新生児・ 

乳児消化管アレルギーと呼ばれることもあるが、一般的に知られる即時型の食物アレル 

ギーとは異なり、IgE抗体を介さずに出現する非即時型反応であるためアドレナリンは 

無効である。1990年代の終わり頃から増加傾向にあるものの、社会的な認知度は低く、 

医療者の理解も進んでいない。 

このアクションプランは、食物蛋白誘発胃腸炎（FPIES）と診断されたお子さんの「保護者」

と「医療従事者」を対象としている。保護者に対しては、お子さんが誤ってアレルギーの 

原因食物を食べてしまった場合に、どんな症状に注目したら良いのか、救急車を呼ぶタイ 

ミングなどをフロー形式でまとめた。また、医療従事者に対しては食物蛋白誘発胃腸炎 

（FPIES）に関する情報提供と急性期症状への対処法などをまとめている。 

本アクションプランは、お子さんに消化管アレルギー症状が出現した際に、保護者が冷静 

に対応するための一助となり、医療従事者が適切な治療を行える支援につながることが 

期待される。 

 

 

 



 

  

〇外食、中食アレルギー表示 消費者庁パンフレット作製 

 

 3 情報交換 

 

〇参加者の子どもさんに FPIESのかたがおられました。学校でも即時型でないために 

理解不足から食物アレルギー対応をしてもらえなかった。また、救急で受診しても 

救急医に理解してもらえず不安だったようです。今回のアクションプランをダウン 

ロードして活用しますとのことでした。 

本疾患は日本のみならず世界的に増加しているが、日本での社会的認知度は高く 

なく、保護者、子どもに接する方々、医療従事者などの理解は進んでいない。 

さらなる啓蒙活動が大切だと思われた。 

 

〇保育園に新入園の子どもさんは、園がきめ細やかにいろいろと配慮してくれている。 

子供さんも園での生活に慣れてきていて、楽しそうにしているとのことでした。 

 

〇9月には地域で食物アレルギーの診療をされている専門医の先生を招いて研修する 

ことになりました。詳細が決まり次第連絡しますので多数のご参加をお願いします。 

  

 

 

 

 

 

 

（浅口医師会 高山晴彦） 

 

今回も、何とか開催できました。次回は、令和 5 年 7 月 16 日（日） 

浅口市健康福祉センターで開催します。情報交換の予定です。 

新型コロナ感染症の状況により、中止するかもしれません。事前に 

ホームページでの確認をお願いします。 

 


